
教科別採択教科書報告書  

 

教科名 音楽 

 

分野等 音楽（一般） 

 

出版社 教育芸術社 

 

書名 中学生の音楽 

 

１．新しい学習指導要領への対応について 

(1) 学 習 のね ら い を わ かり や す く 示 す と と もに 、生 徒が 主 体 的 に学 べ る よ う

工 夫 され て い る 。 ま た 、 意見 交 流 し や す い よ うヒ ン ト を 示 し 、 対 話的 な 学

び を 引き 出 す 配 慮 が さ れ てい る 。  

(2) 多 様 な曲 種 の 音 楽 を取 り 上 げ 、 生 活 や 社会 と 音 楽 と の 関 連 や他 教 科 等 と

の 横 断的 な 学 習 が 展 開 で きる よ う 工 夫 さ れ て いる 。  

(3) 各 学 年の 目 標 や 内 容に 対 応 し た 教 材 を 適切 に 取 り 上 げ 、 資 質・ 能 力 を 育

み な がら 学 び が 深 ま る よ う構 成 が 工 夫 さ れ て いる 。 ま た 、 音 楽 を 形づ く っ

て い る要 素 を そ れ ぞ れ の 教材 ご と に わ か り や すく 提 示 し 、 音 楽 的 な見 方 ・

考 え 方を 働 か せ な が ら 目 標が 達 成 で き る よ う 配慮 さ れ て い る 。  

 

 

２．内容について 

(1) 各 教 材が 系 統 性 ・ 発展 性 を も っ て 組 織 され 、 関 連 性 を わ か りや す く 示 す

と と もに 、 学 習 の 繋 が り がス ム ー ズ に な る よ う配 列 さ れ て い る 。 文章 は 丁

寧 に まと め ら れ 、 イ ラ ス ト等 に よ り 活 動 し や すい よ う 配 慮 さ れ て いる 。  

(2) 我 が 国の 伝 統 的 な 音楽 や 郷 土 の 音 楽 、 諸外 国 の 音 楽 を 多 数 取り 上 げ 、 地

域 性 を考 慮 し た 学 習 に も 配慮 さ れ て い る 。 ま た、 音 楽 の 共 通 性 や 固有 性 を

感 じ 取り 、 多 様 性 を 理 解 でき る よ う 教 材 が 配 置さ れ て い る 。  

(3) 巻 末 資料 や デ ジ タ ルコ ン テ ン ツ 等 に よ り興 味 ・ 関 心 や 発 達 の段 階 に 応 じ

た 補 充的 ・ 発 展 的 な 学 習 に配 慮 さ れ て い る 。  

 

 

３．造本等について 

(1) 楽 譜 、文 字 、 イ ラ スト 、 写 真 な ど は 発 色も よ く 鮮 明 で あ り 、ユ ニ バ ー サ

ル デ ザイ ン が 施 さ れ 視 認 性に 配 慮 さ れ て い る 。  

(2) Ａ Ｂ 変形 判 で 見 や すく 扱 い や す い 。 ま た、 見 開 き で 見 や す く、 扱 い や す

い 判 型で あ る 。  

 

 

 

 

 



 

教科名 音楽 

 

分野等 音楽（器楽） 

 

出版社 教育出版 

 

書名 中学器楽 音楽のおくりもの 

 

１．新しい学習指導要領への対応について 

(1) 学 習 のね ら い と 内 容が 明 確 に 示 し て あ り、主 体 的・対 話 的 に学 習 が で き

る よ うに 配 慮 さ れ て い る 。ま た 、 ポ イ ン ト を 絞っ た 手 順 を 示 し 、 学ん だ こ

と を 活用 し な が ら 、 協 働 的に 学 習 を 深 め て い ける よ う 工 夫 が さ れ てい る 。  

(2) 教 科 横断 的 に 、 多 種多 様 な 音 楽 文 化 の 歴史 的 な 背 景 や 特 徴 など に も 触 れ

、 教 材は 身 近 な 出 来 事 か ら諸 外 国 の 音 楽 ま で 扱い 、 幅 広 く 知 識 や 技能 を 学

ん で いけ る よ う 工 夫 さ れ てい る 。   

(3) 学 習 のね ら い と 内 容が 楽 器 ご と に 分 類 され 、 基 礎 的 な 技 能 の習 得 か ら 発

展 的 な学 習 へ 進 ん で い け るよ う 、 適 切 な 教 材 が配 置 さ れ て い る 。 音楽 的 な

見 方 ・考 え 方 を 働 か せ な がら 学 習 で き る よ う 、共 通 事 項 を 題 材 ご とに 記 載

し て いる 。   

 

 

２．内容について 

(1) 学 習 内容 が 系 列 的 な配 列 と な っ て い て 、表 現 方 法 、 文 字 の 配列 や 、 フ ォ

ン ト の使 用 を 使 い 分 け る など 、 細 部 に わ た り 配慮 さ れ て い る 。  

(2) 日 本 の自 然 な 四 季 の美 し さ 、 く ら し と 伝統 的 な 行 事 に 関 わ る教 材 が 取 り

上 げ られ 、 和 楽 器 で は 、 歌唱 を 用 い る こ と で 、我 が 国 や 郷 土 の 伝 統音 楽 の

よ さ を味 わ う こ と が で き るよ う 工 夫 さ れ て い る。  

(3) Ｗ Ｅ Ｂ資 料 や 巻 末 資料 に よ り 、 生 徒 の 実態 に 合 わ せ て 、 興 味・ 関 心 ・ 発

達 の 段階 に 応 じ て 習 得 で きる よ う 配 慮 さ れ て いる 。  

 

 

３．造本等について 

(1) 写 真 やイ ラ ス ト な どが 効 果 的 に 使 わ れ てい る 。 デ ザ イ ン や フォ ン ト の 工

夫 や 、見 開 き で 学 習 を 見 通せ る 構 成 に す る な ど、 よ り 多 く の 生 徒 が学 習 に

集 中 でき る よ う 配 慮 が さ れて い る 。  

(2) 扱 い やす い 判 版 で 、必 要 な 情 報 を 見 や すく 掲 載 し て い る 。   

 

 


